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日
本
経
済
新
聞
論
説
主
幹
の

岡
部
直
明
＝
写
真
左
＝
氏
が
、

２
月
18
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
館
３
５
５
２
教
室
で
、「
小

泉
改
革
と
日
本
経
済
」
と
題
す

る
講
義
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

経
済
学
部
が
学
部
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
日
本
経
済
新

聞
社
多
摩
支
局
と
共
催
す
る
連

続
公
開
講
座
、「
21
世
紀
の
経

済
と
私
た
ち
の
生く
ら
し活
」
の
第
３

回
目
。
50
〜
60
代
の
男
性
を
中

心
に
、
大
教
室
は
ほ
ぼ
満
席
。

ポ
ス
ト
小
泉
に
つ
な
が
る
よ
う

な
テ
ー
マ
に
熱
い
視

線
が
注
が
れ
た
。

　

岡
部
主
幹
は
、
ま

ず
、
現
在
の
日
本
経

済
に
つ
い
て
「
景
気

は
約
15
年
ぶ
り
の
好

況
。
ア
ジ
ア
経
済
発

展
の
波
に
乗
り
、『
第

２
の
発
展
期
』
を
享

受
し
て
い
る
」
と
状

況
を
説
明
し
た
あ
と
、

本
題
の
小
泉
改
革
に

つ
い
て
は
、「
全
体

と
し
て
は
70
点
。優
・

良
・
可
で
い
え
ば
可
く
ら
い
」

と
厳
し
い
評
価
を
下
し
た
。

　

改
革
路
線
は
評
価
で
き
る
、

と
す
る
。「『
官
か
ら
民
へ
』
の

よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
を
何
度
も
繰

り
返
し
、
日
本
型
市
場
経
済
へ

と
導
く
『
意
識
革
命
』
を
行
っ

た
と
い
う
意
味
で
は
評
価
で
き

る
。
ま
た
、
格
差
拡
大
の
原
因

も
、小
泉
改
革
の
失
敗
で
は
な
く
、

長
期
不
況
の
ツ
ケ
と
高
齢
化
の

２
点
に
あ
る
」
と
述
べ
た
。
一

方
で
、「
改
革
の
中
身
は
、
道

半
ば
、
不
十
分
で
相
当
遅
れ
た

と
い
え
る
」
と
し
、「
冷
戦
後

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

済
改
革
競
争
に
日
本

は
出
遅
れ
た
。
ま
た

デ
フ
レ
下
で
の
改
革

は
難
し
い
が
、
議
論

ば
か
り
が
盛
ん
で
実

行
力
に
欠
け
て
い
た
。

改
革
の
目
玉
商
品
、

郵
政
民
営
化
は
も
っ

と
早
く
に
や
る
べ
き

だ
っ
た
。『
ポ
ス
ト

郵
政
』
に
つ
い
て
も

改
革
が
必
要
だ
」
な

ど
と
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
ポ
ス
ト
小
泉
の
経
済

政
策
課
題
に
つ
い
て
、「
脱
デ

フ
レ
、
税
財
政
改
革
、
人
口
減

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が

重
要
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事

件
の
教
訓
と
し
て
、
日
本
型
資

本
主
義
に
は
新
た
な
ル
ー
ル
作

り
も
必
要
」
な
ど
と
述
べ
た
。

人
口
減
に
と
も
な
う
雇
用
政
策

の
話
の
な
か
で
は
、「
最
近
よ

く
ニ
ー
ト
だ
、
フ
リ
ー
タ
ー
だ

と
言
う
が
、
決
め
つ
け
は
よ
く

な
い
。
寅
さ
ん
だ
っ
て
考
え
て

み
れ
ば
フ
リ
ー
タ
ー
。
昔
か
ら
、

寅
さ
ん
み
た
い
な
の
は
街
に

い
っ
ぱ
い
い
た
」
と
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
語
り
、「
社
会
と
企
業
は
、

明
る
く
元
気
な
体
育
会
系
の
人

ば
か
り
好
む
の
で
な
く
、
暗
め

で
知
的
な
人
も
積
極
的
に
採
用

す
べ
き
だ
」
な
ど
と
注
文
も
。

　

そ
し
て
、「
小
泉
改
革
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
っ
た
が
未
完
。

次
の
内
閣
に
期
待
し
た
い
」
と

講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

終
了
後
、「
小
泉
首
相
の
後

継
者
は
誰
だ
と
思
う
か
？
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、岡
部
主
幹
は
、

「
結
局
み
な
さ
ん
が
決
め
る
こ

経済学部・日本経済新聞多摩支局共催連続公開講座
講座日程
第 1 回  12月10日  金子貞吉 教授
「いま、日本経済はどう進む」

第 2 回 1 月14日 林光洋助教授
「エキサイティングな東アジア経済を楽しもう！」

第 3 回 2 月18日 岡部直明論説主幹 
「小泉改革と日本経済」

第 4 回 3 月11日 田中拓男教授
「他人事ですか？アジアの貧困」

第 5 回 4 月15日（土） 田中素香教授
「ヨーロッパはどこへ行くのか」

第 6 回 5 月20日（土） 内田孟男教授
「国連とミレニアム開発目標」

第 7 回 6 月17日（土） 井村進哉教授
「郵政民営化と郵便貯金の行方」

第 8 回 7 月 8 日（土） 石川利治教授
「空間経済学に基づく地域政策」

第 9 回 8 月 5 日（土） 古郡鞆子教授
「働き方いろいろ―くらしと年金問題を考える」

第10回 9 月 9 日（土） 滝田洋一編集委員
「金融商品の基礎知識」

第11回 10月14日（土） 山崎朗教授 
「人口減少時代の地域とくらし」

第12回 11月11日（土） 佐々木信夫教授
「分権・自治・協働のまちづくり」

会場：中央大学多摩キャンパス
時間：13：20～14：50　参加は無料。

開
講
中―

経
済
学
部
・

日
経
公
開
講
座

日
経
新
聞
論
説
主
幹
は

「
小
泉
改
革
」を
辛
口
診
断
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池
田
守
男
資
生
堂
会
長
が

「
精
神
性
豊
か
な
経
営
」語
る

南
甲
倶
楽
部
寄
附
講
座
、

充
実
の
第
３
年
度

　

池
田
守
男
・
資
生
堂
会
長
＝

写
真
左
＝
が
、
１
月
19
日
、
後

楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
院
講

座
の
講
師
と
し
て
、「
サ
ー
バ

ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
企
業

の
社
会
的
責
任
」
の
テ
ー
マ
で

講
義
し
た
。
こ
れ
は
中
央
大
学

Ｏ
Ｂ
の
経
済
人
で
つ
く
る
南
甲

倶
楽
部

の
大
学
院

寄
附
講
座

「
経
営
革

新
」。
経

済
界
を
代

表
す
る
そ

う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ

が
連
続
講

義
す
る
シ

リ
ー
ズ
で
、

院
生
向
け

だ
が
学
部

生
も
受
講
で
き
る
。
今
年
度
も

後
期
か
ら
新
講
座
が
は
じ
ま
る
。

　

６
限
（
18
時
10
分
〜
19
時
40

分
）
と
い
う
時
間
帯
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
約
４
０
０
人
が
入
る

理
工
学
部
３
号
館
大
会
議
室
は

ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
た
。

　

化
粧
品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、

資
生
堂
は
ユ
ニ
ー
ク
な
経
営
哲

学
で
知
ら
れ
る
。
池
田
会
長
は

牧
師
を
志
し
た
「
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
経
営
者
」
で
、
信
条
は
「
感

謝
と
奉
仕
」。
２
０
０
１
年
の

社
長
就
任
以
来
、
上
の
者
が
下

の
者
を
支
え
る
「
サ
ー
バ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
導
入
し
、

奉
仕
の
精
神
を
社
内
に
徹
底
。

社
会
や
消
費
者
か
ら
の
信
頼
獲

得
に
成
功
し
て
い
る
。
従
来
の

社
長
を
頂
点
と
し
た
組
織
図
を

ひ
っ
く
り
返
し
、
社
長
が
一
番

下
か
ら
全
社
を
支
え
る
と
い
う

「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
」
は
、

こ
の
よ
う
な
社
長
の
思
い
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
発
案
さ
れ

た
。

　

池
田
会
長
は
、「
奈
良
薬
師

寺
の
高
田
好
胤
・
元
管
主
が
、

今
か
ら
40
年
も
前
に
『
物
で

栄
え
て
、
心
で
滅
ぶ
』
と
危
惧

さ
れ
て
い
た
が
、
現
代
は
自
己

中
心
・
モ
ノ
中
心
で
、
日
本
古

来
の
慈
悲
や
感
謝
の
心
で
あ
る

『
ま
ほ
ろ
ば
の
心
』
を
喪
失
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
相
互
信
頼

こ
そ
経
営
の
原
点
で
あ
り
、
信

頼
関
係
を
築
く
に
は
他
者
を
思

い
や
る
心
が
大
切
で
あ
る
。
経

済
と
は
経
世
済
民
に
由
来
し
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
世

の
中
を
正
し
く
導
き
、
国
民
を

豊
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
今
一
度
思
い
起
こ
す

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
精
神

性
豊
か
な
経
営
の
重
要
さ
を
訴

え
た
。

　

さ
ら
に
、新
渡
戸
稲
造
の『
武

士
道
』
の
一
節
「
礼
が
要
求
す

る
こ
と
は
、
悲
し
む
者
と
共
に

悲
し
み
、
喜
ぶ
者
と
共
に
喜
ぶ

こ
と
で
あ
る
」
を
引
用
し
、「
自

己
主
張
だ
け
で
は
い
け
な
い
。

企
業
の
社
会
的
責
任
の
前
に
個

人
の
社
会
的
責
任
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、

社
会
一
般
の
風
潮
へ
の
疑
問
も

投
げ
か
け
た
。

　

そ
の
３
日
前
（
16
日
）
に
は

ラ
イ
ブ
ド
ア
に
対
す
る
強
制
捜

査
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
事
件

が
急
展
開
す
る
激
震
の
さ
中
、

受
講
生
か
ら
は
、「〝
虚
〞の
あ
っ

け
な
さ
と
、〝
実
〞
の
哲
学
の

大
き
さ
を
よ
け
い
に
強
く
感
じ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

　

池
田
会
長
は
教
育
に
も
熱
心

で
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
理
事

長
な
ど
も
務
め
て
い
る
。

　

３
年
度
目
に
な
る
南
甲
倶
楽

部
の
寄
附
講
座
「
経
営
革
新
」

は
昨
年
９
月
開
講
。勝
俣
恒
久
・

東
京
電
力
社
長
、
安
齋
隆
・
セ

ブ
ン
銀
行
社
長
、
足
立
直
樹
・

凸
版
印
刷
社
長
ら
日
本
を
代
表

す
る
経
済
人
ら
を
講
師
陣
に
迎

え
て
行
わ
れ
、
１
月
26
日
、
鈴

木
敏
文
・
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
学
校
法
人
中
央
大
学
理
事
長
）

の「
経
済
を
心
理
学
で
捉
え
よ
」

と
題
し
た
講
義
で
全
15
回
の
講

座
を
終
え
た
。

（
学
生
記
者　

江
部
理
恵
＝

と
。で
も
ひ
と
つ
考
え
た
い
の
は
、

今
日
ア
ジ
ア
外
交
が
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
こ
と
。
相
手
を
下

手
に
逆
な
で
す
る
よ
う
な
人
で

は
難
し
い
」
と
私
見
を
述
べ
た
。

（
学
生
記
者　

江
部
理
恵
）

学
部
卒
）

法

今

・
春


